
女性の
がん死亡
1,821人

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
1
位

は
悪
性
新
生
物
、い
わ
ゆ
る
が
ん
で

あ
り
、平
成
16
年
度
に
は
32
万
人
も

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

昭
和
56
年
以
降
、死
亡
原
因
の
第
１

位
で
あ
り
、平
成
16
年
の
が
ん
死
亡

者
数
は
4,
5
7
9
人（
男
性
2,
7
5
8

人
、女
性
1,
8
2
1
人
）
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、そ
の
人
口
10
万
人

当
た
り
の
粗
死
亡
率
は
、全
国
第
5

位
と
高
い
水
準
で
あ
り
、県
民
の
健

康
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
だ
と
い

え
ま
す
。

　
さ
て
、現
在
生
き
て
い
る
私
た
ち

誰
も
が
、ま
っ
た
く
が
ん
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
無
理
と

し
て
も
、日
常
の
生
活
の
中
で
良
い

生
活
習
慣
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

っ
て
、あ
る
程
度
が
ん
の
予
防
が
可

能
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
、適
度
な
心
地
よ
い

運
動
、禁
煙
な
ど
、少
し
で
も
が
ん

の
原
因
を
遠
ざ
け
る
明
る
く
健
康

的
な
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、万
が
一
が
ん
に
か
か
っ
た

と
し
て
も
、早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、

多
く
の
適
切
な
治
療
方
法
が
選
択

で
き
、治
癒
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、が

ん
検
診
等
を
定
期
的
に
受
診
す
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。「
が
ん

検
診
受
診
率
の
向
上
」
は
、健
康
や

ま
ぐ
ち
21
の
重
点
目
標
の
一
つ
に
も

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

県
で
は
、こ
れ
ま
で
も
、が
ん
予
防
や

が
ん
検
診
に
関
す
る
普
及
啓
発
、が
ん

検
診
の
精
度
管
理
、が
ん
診
療
施
設
・

設
備
の
整
備
、緩
和
ケ
ア
病
棟
の
整
備
、

が
ん
登
録
事
業
な
ど
、様
々
な
が
ん
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、本
年
度
か

ら
、が
ん
対
策
を
重
点
施
策
に
位
置
づ

け
、取
組
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、本
年
6
月
、国
会
で
「
が
ん
対
策

基
本
法
」
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、そ

の
趣
旨
も
踏
ま
え
つ
つ
、が
ん
対
策
を

こ
れ
か
ら
も
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康

循
環
器
疾
患

糖

尿

病

ア
ル
コ
ー
ル

た
ば
こ

歯
の
健
康

栄
養
・
食
生
活

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康

母
子
保
健
・

女
性
の
健
康

健康やまぐち21

がん

編

健康やまぐち21

がん

編

が
ん
対
策
に
つ
い
て

が
ん
対
策
に
つ
い
て

が
ん
対
策
に
つ
い
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
健
康

や
ま
ぐ
ち
21
計
画
」
で
進
め
る

11
の
分
野
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
、
一
つ
ず
つ
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

身
体
活
動
・
運
動

が
　
　
ん

【県のがん対策推進事業について】

○たばこ対策の強化推進

○がん検診受診率向上のための普及啓発

　　・「女性のがん」に対する取組の強化

○がん検診体制の整備充実、人材育成

　　・マンモグラフィ検診機器の整備

　　・マンモグラフィ検診従事者の養成

　　・医療従事者を対象とした肝炎研修の実施

○がん診療連携拠点病院を核とした

　医療水準の向上

　　・地域がん診療連携拠点病院の整備

　　・地域内の医療機関の連携体制の構築

○がんに関する相談窓口の整備

　　・治療方法の相談や家族への支援

○がん登録の推進

　　・がん情報の分析、データベース化の向上

○健康やまぐち21「がん対策分科会」の設置

○肝炎診療協議会の設置 

山口県における平成16年のがん死亡者数は4，579人で、増加傾向にあります。
これを部位別にみると、肺、胃、肝臓、大腸が上位を占めています。

■主な部位別のがん死亡状況（平成16年）

肺

903

647

256

胃

695

431

264

肝臓

593

416

177�

大腸

527

288

239�

乳房

134

134

子宮

90

90

その他

1,637

976

661

全がん

4,579

2,758

1,821

死亡数（人）

男

女

「がん対策」山口県の取組

「山口県」のがんの現状

肺
23.5%

胃
15.6%

肝臓
15.1%

大腸
10.4%

その他
35.4%

その他
36.3%

男性の
がん死亡
2,758人

胃
14.5%

肺
14.1%

大腸
13.1%

肝臓
9.7%

乳房
7.4%

子宮
4.9%

（出典：人口動態調査　厚生労働省）

平成18年6月14日に、どこでも質の高い適切ながん医療が受けられる体制の整備や、患者への情報提供の充実な

どを基本理念として、がん対策を総合的かつ計画的に推進するために「がん対策基本法」が国会で成立しました。

1.計画の策定

  (1) 国は、がん対策を総合的に推進するため、「がん対策推進協議会」を設置し、「がん対策推進基本計画」を策定。

　　　その計画には、具体的目標と達成時期を規定し、達成状況調査と結果を公表。

　(2) 地方公共団体は、地域の実情に応じた「都道府県がん対策推進計画」を策定して推進。

2.国や県が講ずる基本的施策

　(1) がんの予防及び早期発見の推進

　　　普及啓発、がん検診の質の向上 等

　(2) がん医療の均てん化の促進

　　　医療従事者の育成、医療機能の整備、療養生活の質の維持向上、がん情報の収集と提供体制の整備 等

  (3) がん研究の推進

　　　革新的な治療方法の開発、医薬品治験の環境整備 等

3.施行年月日

　　平成19年4月1日

「がん対策基本法」が成立しました

「女性のがん」について普及啓発を行っています

「女性のがん講演会」のご案内 「女性のがん出前講座」を開催しました

●お問い合わせ先
　山口県健康増進課　TEL（083）933-2943

■日時/平成18年10月22日（日）13:30～16:00

■会場/山口県国際総合センター　海峡メッセ下関

■内容/講演（タレント　泉 アキさん）

ミニシンポジウム

座長 徳山中央病院 伊東  武久 医師

講師 下関厚生病院 江上  哲弘 医師

藤野産婦人科医院 田村  晴代 医師

■主催/山口県　■共催/下関市

平成16年4月に改正された厚生労働省によるがん検診の指針によると

子宮がん検診は・・・

20歳以上の女性に、2年に1回　問診、視診、子宮頚部の細胞診及び内診

乳がん検診は・・・

40歳以上の女性に、2年に1回　問診、視診、触診、乳房エックス線検査（マンモグラフィ検査）とされています。

いずれの検査も、実施主体である市町によって検診の時期、方法（集団検診か個別検診か）などが異なりますので、

お住まいの保健センターにお問い合わせ下さい。

今年の検診はもうすみましたか？親子一緒にあるいはお友達同士で受診してみませんか？

　
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
な
ど
女
性
の
が
ん
を
早
期
に
発

見
・
治
療
す
る
た
め
の
が
ん
検
診
の
重
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
、
6
月
19
日
（
月
）
に
、
山
口
県
立
大
学
に

お
い
て
学
生
さ
ん
の
講
義
終
了
後
の
午
後
6
時
か
ら
、

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科

の
讃
井
裕
美
医
師
と
県
立
大
学
長
の
江
里
健
輔
医
師
の

お
二
人
。
子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

と
最
新
情
報
、
そ
し
て
、
検
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
座
の
修
了
後
、
当
日
参
加
し
た
学
生
さ
ん
た
ち
か

ら
は
、「
自
分
に
も
無
関
係
で
は
な
い
ん
だ
な
あ
と
改
め

て
実
感
し
た
。
」「
母
が
ち
ょ
う
ど
50
歳
。
検
診
を
受
け
て

い
る
か
聞
い
た
り
、資
料
を
見
せ
た
り
し
た
い
と
思
っ
た
。
」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
話
を
聞
い
た
人
か
ら
、
お
友
達

や
家
族
へ
と
話
が
伝
わ
っ
て
、
検
診
仲
間
が
増
え
る
と
い

い
で
す
ね
。


